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　We 　examined 　the　usability 　of　eleven 　brands　of　ophthalmic 　solution 　available 　on 　the　market ．　This　involved 　measuring 　the

squeezing 　force　on 　ophthalmic 　solution 　containers　and 　drop　yolume 　using 　a　force　gauge，　We 　also 　examined 　the　usability 　of

the　ophthalmic 　solution 　containers 　for　our 　subjects 　wi 山 regard　to　the　ease 　of 　squeezing 　out 　the　contents ．　The　squeezing

force　on 　containers 　differed　among 　products，　ranging 　from　O，7　kg （Tobramycin）to　2．9　kg （Levocabastlne　hydrochloride）．

For 　five　products，　there　was 　a　large　change 　in　the　squeezing 　force　on　the　container 　between　the　beginning　and 　the　end 　of

the　usage 　period，　the　coefficients 　of 　variation 　of 　which 　ranged 丘om 　6．9％ to　l　6％．　The 　drop 　volume 　differed　among 　prod−

ucts 　ranging 　from　34　mg （ibudilast，　Tropicainide）to　49　mg （Levofioxacin）．　There　were 血 ee　products 　with 　a　l紅 ge　chmge

in　the　drop 　volume 　during　the　usage 　period，　the　coefficients 　of 　variation 　of 　which 　ranged 　from 　12．2％ to　22，2％ ，　Ibudilast

had　a　parにicul訂 ly　large　change 　in　drop　volume 　during　the　usage 　period，　The　usability 　test　with 　our 　subjects 　showed ！hat　us −

ability 　decreased　when 　the　squeezing 　force　for　a　container 　was 　L5　kg　or　more ．　Our　findings　showed 　that　it　would 　be　effec −

tive　to　use 　the　variation 　in　the　squeezing 　force　and 　drop　volume 　during　the　usage 　period　as　an　index　when 　evaluadng 　the

usability 　of 　oph 山almic 　solutions．

Ke　r　words
−

ophthalmic 　solutions 　containers ，　squeezing 　force，　drop　volume ，　usability

緒 言

　近年 ， 点眼剤の 容器 は，さ ま ざま の 形態の もの が 市販

され て い る圃 ，点眼剤 の 容器 の 形状 や硬さ は銘 柄 ご と

に 異 な り，そ の 容器特性 で あ る点 眼 液 1滴 を滴 ドす る と

きに 要す る押 し出 し力 （以 下 ，ス ク イズ カ と す る）の 大小

は，患者側 の 使用性に影響を及 ぼ す こ とが 考えられ る．

特 に，高齢者 で は握 力 ，筋 力 や 指 先 の 感 覚が 低 下 して お

り
3・4），点眼剤 の 取 り扱 い に 困難 が 伴 っ て い る

5〕．ま た
，

リ ウ マ チ な ど に よ る 上 肢機能障害 を持 っ た 患者 に と っ

て ，点眼剤 の 使 用 性 は薬 物治療を行 う上 で 非常 に 重要な

問 題 で あ る，

　点眼剤 の 使用性 に 関す る研究は 少な く，主 と して 抗緑

内障点眼剤の 副作用 防止 の観点から，容器特性 に 係 わ る

点 眼 容 器 か ら押 し出 され る 1滴量
G−8〕

お よ び 最小化
9）

に 関

す る報告等が散見 され る ．1 滴量 は 点眼液 の 表面張力 や

粘性
9・10），点眼 口 の ノ ズ ル 構造

1，・ll〕
，点眼時 の 点眼容器 の

角度
］°・121i

に よ っ て 影響 を受け る こ と が 報告 さ れ て い る

が， 1滴量を押 し出す ス ク イズ カ の 影響 に 関す る研究 は

少ない ．匚亨川 と山田
i3｝は 点眼容器 の 材質 と厚 み の 異なる

点眼 容器 を用 い て 1 滴量 に 及 ぼ す ス ク イ ズカ の 影響 を検

討 し，1滴 量 は点 眼容器 の 材 質 に 伴 う ス ク イズ カ の 差異

に よ っ て影響を受 け な い こ とを報告 し て い る．また，奥

田 ら
14）は点眼容器の 押す部分 に よ っ て ス ク イ ズカ に差 が

生 じ，点眼容器中央部分 を押す こ とが 望ま しい こ と を報

＊
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告 して い る．しか し なが ら，実際 に 患者が 点眼剤 1剤を

使用 して い る 期 間 （以 卜
．
，使用 期間 と略す ）， すな わ ち，

最初の 1滴 か ら 最後の 1滴 まで にお い て ．ス ク イズ カあ

る い は 1滴量 が 変動 して い る の か ど うか の 情報 は まっ た

くな い ．

　そ こ で 今 回，新 た に考案した使用期間中の 変動 を解析

す る方法を用 い て，点 眼容器 か ら点眼液を滴下 した 時の

工滴 の 滴 下量 お よ び ス ク イ ズ カの 使 い 始 め の 1 滴 か ら 最

後の 1 滴まで の 変動 に つ い て 検討 した，さら に
， 被験 者

に よ る 点眼剤 の 使用 性 に 関す る 試験 （以 下，使用性試験

と略す）を行 い ，点 眼 容器 の ス ク イ ズ カ との 関係 を検詞
．

した ．

医療薬学 Vo ］．30，　No ．1 （2004）

方 法

1， 試料

　当院採用 の 点 眼 剤 74品 目の 中 か ら，形状 に 特徴 が ある

室温保存の 製 晶11晶 目 の 点眼剤 を 試料 に 用 い た （表 1 ），

なお，塩酸 レボ カバ チ ン につ い て は，本検討中に 製剤が

変 更 され た の で ，製 剤 変更品 も試料 に 加 え た．

2． 点眼 液滴下時の ス ク イ ズカ， 1滴重量 お よ び 総滴数

の 測 定

　今回，1滴容 量
．
の 指標 と し て ，1 滴重量 を 直示天秤

（METTLER 　AJ　l50）を用 い て 測 定 した．ス ク イ ズ カ の

測 定 に は ，フ ォ
ー

ス ゲ
ー

ジ（FGC −5 ： 日本 電 産 シ ン ポ，

定格容 量 ： 5kg，精 度 ：定格容 量 の ± 0．2％ ）（以 下，ス

ク イズ 計 とい う）を用 い た．まず，最 初 に直示 天秤内 に

ス ク イ ズ計を固定 す る （図 1）．次 に，ス ク イ ズ計 に 点眼

容 器 を固
’
定す る ．そ の 際，点眼容器 の 中栓先端部 （点眼

目 ）を下 に 向け，水平面 に対 して 垂直に 固定 し，点眼容

器の 結合部に 対
．
し計測 軸 〔而 積 0．785cmりが 直角 に 当 た る

よ う に 調節 し T．点眼容器胴体の 中 央部 に計測軸 を軽 く押

し当て る．点眼容器 の ス ク イズ カ と点眼液 の 1滴 重 量の

測定は，ス ク イ ズ計 の 計測軸を押 して 点 眼 液 が 1滴押 し

出 され る際 の ス ク イ ズ 力値 と 1滴重量 を計測 した．測定

は最 初 の 工滴 か ら最後 の 1 滴まで 連続 して 測定した．測

定 は室温下 で 3 回 行 い ，ス ク イズ カ （応力〉の 単 位 は，kg

f〆0．785cmどを kg で 示 した．

3．被験者 に よ る使用性試験

　試料 に は，容器形状の 類似 して い る点跟 剤 の 中か ら，
ス ク イ ズ力値 の 異な る ピ ア ル ロ ン 酸 ナ トリ ウ ム ，レ ボ フ

ロ キ サ シ ン ，ラ ク トビ オ ン 酸 エ リス ロ マ イ シ ン ・コ リス

チ ン メ タ ン ス ル ホ ン 酸 ナ トリ ウ ム 〔以下 ， ラ ク ト ビ オ ン

酸 エ リ ス ロ マ イ シ ン とい う），マ レ イ ン 酸 チ モ ロ
ー

ル ，

塩酸 レ ボカ バ ス チ ン （旧製 品）の 5 品目を選択 した ．薬剤

部職員の 27人 （20〜50歳代）の 各被験者〔図 2 ）が保護 メ ガ

ネをか け た ．ヒか ら各試料 を点眼 し，点眼剤 の 押 し出 しや

す さ につ い て 試験 した．点眼剤 の 押 し出 しや す さの 判定

図 1．実験 装 置 x ：．

表 ユ．試料 点 眼剤

成分名 商 品 名 製造 番号 容量 （mL ）

トブ ラ マ イ シ ン

ピ ア ル ロ ン 酸ナ ト リウム

トロ ピカ ミ ド
・
塩 酸 フ ェ ニ レフ リン

ラ ク トビオン 酸エ リス ロ マ イ シ ン
・

コ リス チ ン メ タン ス ル ホ ン 酸 ナ トリウム

イ ブ ジ ラス ト

レ ボ フ ロ キサ シ ン

マ レ イ ン 酸 チ モ ロ
ー

ル

ビレノ キ シ ン

塩酸 レ ボカ バ ス チ ン （旧製 品）

塩 酸 レ ボ カ バ ス チ ン （変更 品）

コ ン ドロ イ チ ン硫酸ナ ト リウム

トブラ シ ン
’P’
点眼液

ピア レイ ン
eo ．1

ミ ドリン
ep

エ コ リシ ン
e
点 眼液

ケ タ ス
 
点眼液

ク ラ ビッ ト
X・
点眼 液

チ モ プ トール
eo ．25％

カ リ
ー

ユ ニ
n
点眼 液

リボス チ ン
f）
点眼 液0．025％

リボス チ ン
，tt
点眼 液0．025％

Z ン ドロ ン
O
点眼 液1％

B141HT1184MPO712

末 ： Ece570
溶解液 ： ECO869

AO30CVO1469FAO3PKRU2188059AAD048ACA115340

551055555455
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図 2．被験 者 の 年 齢 構成

は次 の 4 つ の 判定項 目か ら 1つ を選択 させ た，そ の 4 つ

の 判定項 目 は 「非常 に良い 」，「良い 」，「悪 い 」お よ び「非

常 に悪 い 」で あ り，こ れ らの 4段 階 の 判 定項 目 に は順 に

4点，3 点，2点お よび 1点の ス コ ア を付け た ．使用 性

試験 の 評価は，ス コ ア を集計 し，そ の 合計点 に よ っ て行 っ

た．統計学 的 解 析 に は，XL’検定 を行 っ た．な お ，被 験

者 に，本研究 の 主旨を説明 し，保護 メ ガ ネを使用 す る こ

とに よ り直接影響 を受け る こ とが ない こ とを説明 し た

上 ，同 意 を得 た被験者の 協力 を得 た．

結 果

1． 点眼容器 の ス クイズ力値 と 1滴重量

　試料 11品目の 点眼剤 の ス ク イズ 力値， 1滴重量お よ び

総滴数の 測定結果 を表 2 に 示 した．ス ク イズ 力値 は ，銘

柄間で 大きく異 な り， 最小値 の 0．744kg を示 した トブ ラ

マ イシ ン に 比べ て 最大値 を示 した2．891kgの 塩酸 レ ボ カ

バ ス ヂ ン （旧製品）は 約 4 倍大きか っ た，ま た，11品目中

7品 目 の ス ク イズ 力値は 1 〜1．5kg の 範 囲内で あ っ た．

試料11品 目の ス ク イ ズ 力値の 変動係数 はユ0％ を超える も

の は な く，比 較 的 変 動 は小 さか っ た ．1 滴 の 滴 ド重量 は，

銘柄 間 で 大 きく異 な り，最小値 は34mg の トロ ピ カ ミ

ド ・塩酸 フ ェ ニ レ フ リ ン （以下，トロ ピカ ミ ドとい う〉と

イ ブ ジ ラ ス トか ら最大値 は 49mg の レ ボ フ ロ キ サ シ ン で

あ り，約1．4倍 の 差異 を認 め た．ま た
，

1滴 重 量 の 変動

係数 が 10％ を超える 製剤 は トブラ マ イシ ン の 1 品目だ け

で あ っ た．総 滴数 は 銘柄 間 で 大 きく異なり，容量 の 異 な

る トロ ピ カ ミ ド，塩酸 レ ボ カ バ ス チ ン （旧製品）を 除い た

5mL の 点眼容器 中，最小値 の レ ボ フ ロ キサ シ ン の 100

滴 か ら最 大値 の イ ブ ジ ラ ス トの 156滴 とな っ た．

　図 3は ，点眼剤 の 最初 の 1 滴 か ら最後 の 1 滴 ま で を滴

下 し た時 の ス ク イズ 力値 と 1滴重量 の 推移 を示 して い

る，そ の 結果 ，ス ク イ ズ力値 お よ び 1 滴重量 は 点眼剤使

用 期 問 中，大 きく変動 して い る 製剤 や 変動 し ない 製剤の

ある こ とが わか っ た．そ こ で，こ の ス ク イズ 力値お よ び

1滴 重量 の 変 動を詳細 に解析す る た め ，点 眼 剤 の 最初の

1 滴か ら最後の 1 滴まで の 変動を 3 つ の 期 間 すなわ ち，

点眼容器 に 封入 さ れ た薬液量 が 1／3減量す る まで の 問

を使 用 前期，点眼 液量 の 減量が 2／3 まで の 間 を中 期 お

よ び 点眼液残量 が ユ〆3 か ら なくなる まで の 問 を 後期 に

分けて 分析す る こ と に した．

　表 3は ，使用期 間 の 前期，中期 お よ び 後期毎 に算出 し

た ス ク イズ力値 と 1 滴重量 の 平均値，標準偏差，変動係

数お よび 使用前期 の 平均値 に対す る 中期 と後期 の 平均値

比（％ 〉を示 して い る ．こ こ で 著者 ら は，使 用 前期 に対す

る 中期 お よ び後期 の 変動比を使用期 間 中 の 変動（以 下，

使用期間変動比 （％ ）と略す）の 指標 と して本論文 に お い

て 用 い る こ と に した ．

r
表 2．市販点眼剤 の ス ク イ ズ力値，1滴重 量お よ び 総滴 数 の 平均 値

成分 名 ス ク イズ 力値 （kg ） 1 滴重 量 （mg ） 総滴 数

mean ：ヒS．　D． C．V．（％） mean ± S，　D．　　 C．　V．（％〉 mean ：ヒS．　D．

トブ ラマ イ シン

ヒアル ロ ン酸ナ トリウ ム

トロ ピカ ミ ド
・
塩 酸 フ ェ ニ レフ リン

ラ ク トビオ ン 酸工
1
丿ス ロ マ イ シ ン

　
・

コ リス チ ン メ タン スル ホ ン酸ナ トリウム

イ ブジラス ト

レボ フ ロ キ サ シ ン

マ レイ ン 酸 チ モ ロ
ー

ル

ピレ ノ キ シン

塩酸 レ ボカ バ ス チ ン （旧製品 ）

塩酸 レ ボカ バ ス チ ン （変更品 ）

コ ン ドロ イチ ン 硫酸ナ ト リウム

0．744± O．048

0．962± O，065

1．125± 0．032

1．410± 0．059

1．564± 0，147

1．170± 0．053

1，517± 0．073

1．006± 0．067

2．891± 0，147

1．888± 0，107

1．428± 0．044

6．56

．82

．82

．89

．44

．54

．86

．75

．15

．73

．1

40± 4．748

± 1．834

± 1，839

± 1．434

± 3．349

± 1．039

± 0．843

± 4，235

± O．636

± 1．341

± 1．0

11．83

．85

．33

，69

．72

．02

．19

．81

，73

．62

，4

122± 61G5

± 5294

± 2117

± 2156

± 5100

± 2138

± 3117

± 8114

± 1137

± 3120

± 1

S．D．：標 準 偏差

G、V，： 変動係 数
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1．2
（1．O
望vO．8RG

．fikYO
．4

心

KO ．2o

トブ ラマ イ シ ン

121 　　　 41　　　61　　　81　　　101　　 121

　 　 　 　 滴厳 （滴）

70605

。 曾　）
40
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図 3．点眼 薬 の 滴下 推移 に お ける ス ク イズ 力値 と 1 滴重 量
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表 3．点眼剤の ス ク イ ズ力値 と 1滴重量 に おけ る使用期 間変動

分名 用　間　＿目 内谷 ， 量　 ．“眼，

　　　　　　　　　　　 ’
　 　 　 　 　 スケィス 力 旦

Mean　 SD 　 CV 　　 用 期間
　 　 　 　 　 　 　 　 　 変 動 比

（kg）　　　（kg）　　　（1）　　　　（％）

　 　　 　 li　 亙

MeanSD 　 CV 　使用 期 間

　 　　 　　 　 　　 変動 比

（mg ）　　（mg ）　　（％）　　　　（％）
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総 滴 数 　 120滴 　 　 　 　中 期 　 　2／3〜1／3　 　 　 41〜　 80　 1．430　0．093　 6．5　 　 2．3　 　 　 41　 1．7　 4．1　 　 0、0
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SD ：標準偏差
CV：変動 係 数

a）使 用前期の 平 均ス クイ ズ 力値に 対する使 用 中期の 平 均ス クイズ カ値の 変動割合
b）使用 前期の 平 均 ス ク イ ズ力値に 対する使 用後期の 平 均 ス ク イ ズ力値の 変動 割合
c）使 用前期の 平均1滴重量値 に対す る使用中期の 平均1滴重量値の 変動割合
d） 使用 前期の 平 均 1滴重量値に 対 す る使 用 後期の 平 均 1滴重 量 値の 変動 割合

へ ．

　ス ク イズ 力値 の 変動が 大 きい 製剤 は トブ ラマ イ シ ン，

ビ ア ル ロ ン酸 ナ トリ ウ ム ，イブ ジラ ス トお よび塩酸 レ ボ

カ バ ス チ ン （旧 製 品 ）の 4 製剤 で ，そ れ ら の 変 動 係 数 は

8．2〜14．4％ で あ っ た．また ，ス ク イズ 力値 の 使 用 期 間

変動が大 きい 製剤 は，ラ ク トビ オ ン 酸 エ リス ロ マ イシ

ン，イブ ジ ラ ス ト，マ レ イ ン酸 チ モ ロ
ー

ル ，ピ レ ノ キ シ

ン ，塩 酸 レ ボ カバ ス チ ン （変更品）の 5 製剤 で
， それ らの

値 は6．9〜16％ で あ っ た，こ れ ら 5 製剤 の 使用後期 の ス

ク イズ カは 使用前期 に 比 して 増加 し，特 に イ ブ ジ ラ ス ト

は 16％ も増加す る こ とが わ か っ た．　
・
方 ，

1滴 の 重 量変

動 が大 きい 製剤 は，トブ ラ マ イ シ ン，イ ブ ジ ラ ス トお よ

び ピ レ ノ キ シ ン の 3 製剤 で あ り，そ れ ら の 変動係数 は

12．2〜22．2％ で あ っ た．特 に ，トブ ラ マ イ シ ン の 使用前

期 の変動係数 は22％ と高く，1滴毎の 重 量 の 変動幅が 大

きい こ とが わか っ た．また，イ ブ ジ ラ ス トの 使用中期 と

使用後期 の 使用期 間変動 は 最 も大 きく，そ れ ぞ れ の 値 は

6．5％ と16．1％ で あ っ た．また，レ ボ フ ロ キ サ シ ン
，

マ

レ イ ン 酸チ モ ロ ール お よ び塩 酸 レボ カバ ス チ ン （旧 製品）

の 3製剤 は，1 滴の 重量変動が 小 さ く，使用 期 間 変動が

ない 製剤 で あ る こ とが わ か っ た ．

2． 被験者 に よ る使用性試験結果

　 ヒ トに よ る使用性試験結果とス ク イ ズ力値の 関係を図

4 に 示 した．そ の 結 果 よ り，ス ク イ ズ 力 値 が 約 1．4kg以

下 の ヒ ア ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム （0．962kg），レ ボ フ ロ キ サ

シ ン （1．170kg）お よ びラ ク トビ オ ン 酸 エ リス ロ マ イシ ン

（1．410kg）は 押 し出 しや す く使 用 性 が 良 く，ピ ア ル ロ ン

酸 ナ ト リ ウ ム に 対 し て ，マ レ イ ン 酸 チ モ ロ ー
ル （1．517kg）

と塩酸 レ ボ カ バ ス チ ン （2．89ユkg）をそれぞれ比較 し，　 X2

10080

掣 　60

冂

rく　40200

＊

　 　 　 0．962　　　　1．170　　　　1，410　　　　1．517

　 　　 　 　　 　 　　 ズクイズ 力値 （  ）

＊ 、　＊ ＊ ．　P〈0．05

　 　　 　 図 4．被 験者 に よ る使 用 性 試 験結 果
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検定 した 結果 ，ス ク イズ 力値 が 1．5kg を超 え る と ス ク イ

ズカ値 の 増加 と と もに 使用性 の ス コ ア 値 は低 卜
．
し， 使用

性が 有意 に悪 くな る こ とが わ か っ た．と りわ け，2．891kg

の ス ク イズ力値 を示 した 塩酸 レ ボ カバ ス チ ン の 使用性 は

顕著 に劣 る こ と が わ か っ た．

考 察

　点眼剤 の 1滴 量 に 関する 規定 は な い が，市販 され て い

る 各製 剤 の ユ滴 容 量 は 約30 − 50μ L に 設定 さ れ て い

る
「i・1’／・．結膜嚢 の 最大容量 は 約30μL で あ るが ，涙液量 が

約 8 μL 存在す る た め， 1滴点眼 され た 点眼液 の 大半は

鼻涙管を とお っ て 排 出 され るか あ る い は眼瞼 か ら流 出 し

て い る
15・／5 ．抗緑内障点眼薬 は 1滴 の 点眼 で f分 な 効果

が 得られ る こ とか ら
1）・［η ，局所的あ る い は全 身的副作用

の 回 避を目 的 と して ，点眼す る 1滴量 の 少量 化 な ら び に

1滴 の 容量 変動の 小 さ い 点眼容器 の 開発 が 進 め られ て き

た．今网試験 した抗緑内障点眼剤 の マ レ イ ン 酸 チ モ ロ ー

ル の 1滴 重 量 は39mg で あ り，そ の 1滴 重 量 の 変動係数

は2．6・一一4．1％ と小 さ く使 用期間変動 も 0 ％ （表 3）で あっ

た こ とか ら，本点眼剤 の 1 滴重 量 の 制御 は非常 に優 れ て

い る こ とが わ か っ た．しか し，今回試験 した 製剤の 中 に

は， 王滴重量 の 変動係数 な ら び に 使用期間変動 が 大 き

く，使用後期 の 1滴 重 量 が 使用前期 に比 して 16％ 増加す

る イ ブ ジ ラ ス トの よ うな 製剤の あ る こ と を認 め た こ とか

ら，他 の 市販抗緑内障点眼剤 につ い て 使用期間中の 1滴

重 量変動 の 有無 を検証す る 必 要性 が 示唆 され た．

　点眼容器の 点眼時 の 硬 さは点眼容器 の 材質，厚み ，形

状 な ど に よ っ て 影響 を受けて い るが ，点眼剤の 押 し出 し

や す さ に 関す る使 用 性 に つ い て は点 眼 内容液 の 液性が 加

味 さ れ る ス ク イ ズ カ が 反 映 し て い る こ と か ら L／1・LSIi
，押 し

出 しや す さ の 指標 に は ス ク イ ズカ値を用 い た ．そ の 結

果，ス ク イ ズ力値は製 剤 間 で 大 きく異 な り，ス ク イ ズ 力

値が 最 も大 きい 2．891kgを示 した塩酸 レ ボ カ バ ス チ ン

（旧 製品）は ス ク イ ズ 力変動 も8．2− 9．5％ 〔表3 ）と大 き

く，点眼 する た め に指先 の 力が 必要な製剤 で あ る こ とが

わ か っ た．被験者 に よる 点眼剤 の 使用性試験結果か ら，

押 しや す い 容器 の ス ク イ ズ 力値 は 1．5kg 以 下 が 望 ま しい

こ とが わ か っ た．今 回 試料 に用 い た当院採用の 11品 目の

内 3 品目が ／．5kg 以 上 を示 し押 し難 い と思 わ れ る こ とか

ら，rl∫販 点 眼剤 に お い て も，押 し難 い 製 剤 は か な り存 在

す る こ と が 推定され ，点眼 剤 の 処 方 に 際 し て ，患者 の 状

態 と ス ク イ ズカ を考慮す る 必要性 の あ る こ とが 示唆 され

た．

　 点 眼 す る 際 の 問 題 点 と して ，開 眼 保 持 す る と と もに 点

眼容器 の 位 置 と距離 を保 つ こ とが で きる こ と と さ れ て い

る
5謝 ．点跟容器 の 位 置 を 保持 した ま ま， 1滴 を 落 とす

た め に さ らに 大きなカを必要 とす る こ とは 非常 に 困難 を
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伴 うもの と 思 わ れ る．今 1可，高齢者や 上 肢機能障害 を持 っ

た患者に 対 して の 試 験 は行っ て い な い が ，被験者 の 約 7

割が30歳代 以 下 と比較的若 くて も取 り扱 い 難い 製剤 が あ

る との 判定か ら，牲 に，指先 の 機 能 が 低 卜
．
した 高齢者 や

ヒ肢機能障害を持 っ た患者 に とっ て は，ス ク イズ カ の 大

きな製剤 は 非常 に押 し難 い と感 じる こ とが考え られ る．

　 ま た，ス ク イ ズカ の 使用期 間変 動 を起 こ す 製剤 が 11製

剤すべ て に認め られ，特 に イブ ジ ラ ス トの 使用 前期 に対

す る 使用後期の 使用期間変動比 は 16％ 増加を不 す な ど，

変動 が 大きい 製剤が あ る こ とが わ か っ た．

　点眼剤 の 押 し出しや す さ は ，服薬 コ ン プ ラ イア ン ス に

直接結 び つ くもの と考えられ，と りわ け高齢者や リ ウ マ

チ な ど に よる 上 肢機能障害者 に お い て は そ の 傾 向が 強 く

現 れ る もの と思 わ れ る こ とか ら，点眼剤の 押 し出 しや す

さの 評価 は 重要 で あ る こ とが 本研究 に よ っ て 明 らか に

な っ た．こ の こ と か ら，点眼剤 の 適 正使用 の た め に，使

用期 間に お け る注意点 と して ，製剤 に よ っ て 使用後期 に

は滴 ドし難 くな る場合が あ る こ とな どの 情報提供 し，点

眼液の 滴下 が ス ム ーズ に 行 え る よ うに 支援す る こ とが 望

まれ た，

　今 回検討 に用い た 点眼剤の 使用期間中 にお け る 1 滴 重

量 お よ び ス ク イ ズカ の 変動 を解析す る手法 は，全 体 の 平

均値 に よ る 変動が 小 さい 製剤 も使用期間中の 変動 を解析

す る こ とに よ り，よ り大 きな変動 が あ る こ とを 明 らか に

した．こ れ らの 結果 か ら，1 滴重量 お よ び ス ク イ ズカ に

関 して ，使用期間中の す べ て の データ を母集団 とす る
’
ド

均値 とそ の 変動係数 は，製 造会社 で の 品質試験 の 指標 と

して 有効 で あ るが ，患者が 使用す る 期間 中 の 使い 始め の

1滴 か ら使 い 終わ る まで の 変 動 の 指標 と して は 適 さ な い

こ とが わ か っ た．こ の 解析方法 に よ り，点眼剤 の 使用期

間中 に おい て ，1 滴重量お よ び ス ク イズカが変動す る こ

と を今1口「始 め て 見出 した ．こ の 原 因 に つ い て は 点眼容器

の 楕造，材
．
質 に加えて 点眼内残液量 が 大きく影響 して い

る もの と考 えら れる ．今後，1 滴重 量お よ び ス ク イズカ

に 変動及 ぼ す要因に つ い て 詳細 な検討 を行 い た い と考 え

て い る，

｝1
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）3
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